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主な内容

　７月１日㈰、今市小学校で相撲大会が行われました。
この相撲大会は昭和40年頃から行われているもので、
今年は全校児童89人に加え、来年度同校に統合される
木田小学校の児童８人も参加しました。まわし姿で土
俵に上がり、迫力のある取組を繰り広げ、保護者や観
客からは大きな声援が送られました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１２

なつかしの国 石見

２０１２

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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①

②③

　

浜
田
・
三
隅
道
路
は
、
国
土
交
通
省
が

無
料
区
間
と
し
て
暫
定
２
車
線
で
整
備
し

て
い
る
山
陰
自
動
車
道
で
、
原
井
町
を
起

点
、
三
隅
町
森
溝
上
を
終
点
と
す
る
総
延

長
14
・
５
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

総
事
業
費
は
、約
５
７
１
億
円
（
暫
定
）

で
、
平
成
16
年
３
月
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
、
平
成
18
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

開
通
の
予
定
は
、
原
井
ラ
ン
プ
か
ら
西

村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
平
成
26
年

度
、
西
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
三
隅

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
平
成
28
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
線
開
通
す
る
と
、
広

島
県
や
江
津
方
面
か
ら
三
隅
町
ま
で
の
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
隅
・
益
田
道
路
に
つ
い
て
も
、

平
成
22
年
10
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

三
隅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
遠
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
益
田
市
遠
田
町
）ま
で
の

総
延
長
15
・
２
㎞
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

新
規
事
業
着
手
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
浜
田
河

川
国
道
事
務
所
（
☎
�
２
４
８
０
）

・
本
庁
建
設
企
画
課
（
☎
�
９
６
０
２
）

西村ＩＣ（仮称）出口付近（平成24年６月撮影） 熱田ＩＣ（仮称）付近（平成24年６月撮影）

周布川大橋と塚ヶ原山トンネル（平成24年６月撮影）

着々と進んでいます！
平成28年度 全線開通予定　浜田・三隅道路
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９

９

９
171

211

304

303

305
304

304
34

三保三隅駅

折居駅

周布駅

西浜田駅
原井ランプ
　　（仮称）

熱田IC
（仮称）

西村IC
（仮称）

三隅IC
（仮称）

至
江
津

至
益
田

至
弥
栄

浜田・三隅道路　総延長 14.5 ㎞
終
点

　

浜
田
市
三
隅
町
森
溝
上

起
点

　

浜
田
市
原
井
町

平成28年度開通予定 平成26年度開通予定

力石バス停

①

③

②④

⑤

④⑤

朝・夕の慢性的な渋滞が緩和されます
　国道９号の交通量は増加傾向にあり、朝・夕
ピーク時の交通の集中により、２㎞を超える渋
滞が慢性的に発生しています。
　浜田・三隅道路の開通により、通行車両が分
散され、慢性的な渋滞の緩和が期待されます。

代替路が確保されます
　国道９号では、交通事故や積雪などによる全
面通行止めが、年間平均２回（約４時間／年）

発生しています。
　浜田・三隅道路の開通により、代替路が確保
され、道路の信頼性向上が図られます。

救急時間が短縮されます
　消防署三隅出張所での収容時間は、救急搬送
の約86％が30分以上を要しており、全国平均と
比べ、搬送に要する時間が長くなっています。
　浜田・三隅道路の開通により、浜田医療セン
ターへの搬送時間の短縮や安静な搬送が可能と
なります。

三隅ＩＣ（仮称）出口付近（平成24年６月撮影） 西村地区から折居方面を望む（平成24年６月撮影）

浜田・三隅道路が開通すると…



広報はまだ：平成24年８月号　　　 4

50
浜田東 IC

浜田自動
車道

301

254

５

186

小
山
農
道　

総
延
長
７
・
２
㎞

小
山
農
道　

総
延
長
７
・
２
㎞

大峠トンネル

文

文

国府公民館
宇野分館

後野小学校

佐野小学校

至江津

至金城

　

平
成
８
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
小
山
農
道

が
全
線
開
通
し
、
６
月
３
日
㈰
に
地
元
の
主
催
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
小
山
農
道
は
、
農
免
農
道
の
小
山
地
区
と
し

て
事
業
採
択
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
。
測
量
や
設
計
を

行
い
、
平
成
12
年
９
月
に
宇
津
井
町
地
内
で
工
事
着

手
し
、
小
山
一
期
・
小
山
二
期
・
佐
野
地
区
・
小
山

三
期
と
計
画
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
総
事
業
費
約

18
億
３
千
万
円
を
か
け
て
、
総
延
長
約
７
・
２
㎞
の

農
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
野
町
・
宇
津
井
町
・
佐
野
町
・
後
野
町
の
住
民

に
と
っ
て
こ
の
農
道
は
、
国
道
１
８
６
号
線
と
県
道

田
所
国
府
線
を
東
西
に
結
ぶ
幹
線
と
な
り
、
地
域
内

の
活
発
な
交
流
と
、
農
業
基
盤
の
強
化
、
生
活
環
境

の
向
上
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

開
通
記
念
式
典
終
了
後
、
後
野
神
楽
社
中
に
よ
る

石
見
神
楽
「
恵
比
須
」
の
上
演
や
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る

舞
わ
れ
、
小
山
農
道
の
全
線
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
（
☎
�
９
５
１
２
）

関係者によるテープカット石見神楽「恵比須」の上演がありました

地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
道

～
小
山
農
道
全
線
開
通
～
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多
く
の
人
が
人
麻
呂
の
代
表
作
と

し
て
あ
げ
る
長
歌
「
石
見
相
聞
歌
」

の
反
歌
に
「
高た

か

角つ
の

山や
ま

」
が
出
て
く
る
。

石
見
の
や　

高
角
山
の

木
の
際ま

よ
り　

わ
が
振
る
袖
を

　
　
　
　
　
　
　

妹い
も

見
つ
ら
む
か

　

こ
れ
に
は
、「
高
角
山
と
云
ふ
も
角

浦
の
高
き
峰
を
指
し
た
る
の
み
」（
吉よ

し

田だ

東と
う

伍ご

）
と
か
、「
角
（
都
野
）
の
地

の
最
も
高
い
山
。
妻
の
里（
角
の
里
）

一
帯
を
見
納
め
る
山
を
こ
う
言
っ

た
」（
伊
藤
博
）
と
注
さ
れ
て
い
る
。

　

角
の
里
（
都
野
津
）
の
近
く
の
高

山
と
し
て
は
島
の
星
山
（
星
高
山
。

４
７
０
ｍ
）
し
か
な
い
の
で
、
近
年

は
こ
の
山
が
高
角
山
と
同
定
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
は
、

こ
の
山
の
中
腹
の
高
角
山
公
園
に
、

歌
碑
と
並
ん
で
人
麻
呂
と
依よ

さ
み
の
お
と
め

羅
娘
子

の
銅
像
も
建
て
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
袖
を
振
る
し
ぐ
さ
が
国

境
の
峠
で
の
呪
法
で
は
な
か
っ
た
か

と
い
う
西さ

い

郷ご
う

信の
ぶ

綱つ
な

の
説
と
、
人
麻
呂

が
歌
に
詠
み
こ
ん
だ
地
名
は
人
麻
呂

が
帰
路
に
眼
に
し
た
実
景
と
考
え
る

必
要
は
な
く
、「
妹
」
の
視
界
に
入

る
景
観
を
詠
み
こ
ん
で
妹
に
自
己
の

心
情
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い

う
竹
本
晃
の
説
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、

第
二
の
長
歌
に
出
て
く
る
「
室む

ろ

上か
み

山や
ま

」

（
室
神
山
。
浅
利
富
士
）
が
高
角
山

だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

神じ
ん

英ひ
で

雄お

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古

代
山
陰
道
は
都
野
の
里
方
面
か
ら
畿

内
に
進
む
際
に
は
正
面
に
室
神
山
を

目
指
し
て
進
む
よ
う
に
敷
設
さ
れ
、

ま
た
島
の
星
山
は
古
代
山
陰
道
か
ら

は
外
れ
て
お
り
、
か
つ
室
神
山
が
都

野
の
里
一
帯
を
遥
か
に
見
納
め
る
山

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

島
根
県
立
大
学
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
泰
三

大崎鼻（韓の崎）より都野津平野を望む
（中央右の山が島の星山。中央左奥に小さく

見えるコニーデ型の山が室神山）

ドナルド　マルヤマさん（米国）
期間　平成25年８月５日まで

劉
りゅう

　悦
えつ

さん（中国）
期間　平成25年４月11日まで

金
き む

　恩
お ん

志
じ

さん（韓国）
期間　平成25年４月11日まで

国
際
交
流
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
際
交
流
や
国
際
理
解
の

推
進
の
た
め
、
英
語
圏
・
中
国
・
韓
国

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
国
際
交
流
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
英
語
圏
の
国
際
交
流
員
が
８

月
か
ら
着
任
し
ま
す
の
で
紹
介
し
ま

す
。

　

地
域
や
公
民
館
・
団
体
な
ど
の
諸
行

事
に
国
際
交
流
員
を
呼
ん
で
、
国
際
交

流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
内
容　
国
際
理
解
の
取
組
・
交
流

活
動
な
ど

例　
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
韓
国
の
遊
び

で
の
交
流
、
文
化
の
話
を
聞
く
こ
と

で
の
交
流
な
ど

申
込
方
法　
派
遣
日
時
・
交
通
手
段
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
担
当
と
確
認

後
、
所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

「
萬
葉
学
会
」
開
催
関
連
講
座

～
「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し
て
⑤
～

平
成
24
年
度

　
　
浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す
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平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
の

申
込
み
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実

施
要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
一
般
事
務
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
員
（
身
体
障
が
い
者
対
象
）１

人

対
象　
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
介
助
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能
な
人

③
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
る
人

④
活
字
印
刷
文
（
文
字
の
大
き
さ
は
10
ポ
イ

ン
ト
程
度
）
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る

人
⑤
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き
る
人

○
保
健
師　
１
人

対
象　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
人
（
平

成
25
年
春
季
の
国
家
試
験
で
、
取
得
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

○
土
木
技
術
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
16
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
（
本
庁
人

事
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
・
各
連
絡
係

に
あ
り
ま
す
。
配
布
は
８
月
１
日
㈬
か
ら

行
い
ま
す
。）
に
基
づ
き
、
受
験
申
込
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
要
項
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は「
採

用
試
験
実
施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同

封
し
て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

平和を祈念し、黙とうを
　広島市及び長崎市に原爆が投下されて今年で67年目
になります。また、８月15日は「戦没者を追悼し平和
を祈念する日」です。
　広島市及び長崎市では、それぞれ原爆が投下された
時間に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の確立を
祈念するため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがさ
さげられます。また、８月15日には全国戦没者追悼式
が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を追悼し、平
和を祈念するため、正午から１分間の黙とうがささげ
られます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。
市民の皆さんにおかれましても、亡くなられた人々を
追悼するとともに、世界の恒久平和を祈念して、それ
ぞれの家庭や職場で黙とうをささげましょう。
原爆が投下された日
広島　８月６日　午前８時15分
長崎　８月９日　午前11時２分
全国戦没者追悼式　８月15日

平和アピールパネル展
　昭和20年８月６日、世界最初の原子爆弾が
広島に投下されました。
　終戦から67年を経て、戦争の記憶が薄れつ
つあります。人類が二度と核による悲しみを
被ることのないよう、今忘れ去られようとし
ている「平和の尊さ」を市民の皆さんに再度
確認してもらうためパネル展を開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月６日㈪～17日㈮
場所　市役所本庁１階市民ロビー

（本庁総務管理課）

平
成
24
年
度
　
市
職
員
採
用
試
験
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後見制度支援信託の仕組み（イメージ）

通常使用しない
金銭

日常的な支払を
するのに必要十
分な金銭

信託銀行などが管理

親族の後見人が管理

本人の財産
※　信託財産の払い
　戻しなどには家庭
　裁判所が発行する
　指示書が必要

信託財産

預貯金など

　

平
成
24
年
２
月
か
ら
、
後
見
制
度
支
援
信

託
の
仕
組
み
に
沿
っ
た
信
託
商
品
が
複
数
の

金
融
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
見
制
度
支
援
信
託
と
は

　

後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
本
人
の
財
産
の

う
ち
、
日
常
的
な
支
払
を
す
る
の
に
必
要
十

分
な
金
銭
を
預
貯
金
な
ど
と
し
て
親
族
の
後

見
人
が
管
理
し
、
通
常
使
用
し
な
い
金
銭
を

信
託
銀
行
な
ど
に
信
託
す
る
仕
組
み
の
こ
と

で
す
。

　

後
見
制
度
支
援
信
託
を
利
用
す
る
と
、
信

託
財
産
を
払
い
戻
し
た
り
、
信
託
契
約
を
解

約
し
た
り
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
庭
裁

判
所
が
発
行
す
る
指
示
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
後
見
制
度
支
援
信
託
は
、

本
人
の
財
産
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
た
め

の
方
法
の
一
つ
で
す
。

後
見
制
度
支
援
信
託
を
利
用
す
る
場

合
の
手
続
の
流
れ

①　

後
見
開
始
事
件
又
は
未
成
年
後
見
人
選

任
事
件
の
う
ち
、
家
庭
裁
判
所
が
後
見
制

度
支
援
信
託
の
利
用
を
検
討
す
べ
き
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、原
則
と
し
て
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
職
を
後
見
人
に
選

任
し
ま
す
。

②　

専
門
職
の
後
見
人
は
、
本
人
の
生
活
状

況
や
財
産
状
況
を
踏
ま
え
て
、
後
見
制
度

支
援
信
託
の
利
用
に
適
し
て
い
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
利
用
す
る
信
託
銀
行
な

ど
や
信
託
す
る
財
産
の
額
な
ど
を
設
定

し
、
家
庭
裁
判
所
の
指
示
を
受
け
て
、
信

託
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

③　

信
託
契
約
締
結
後
、
関
与
の
必
要
が
な

く
な
れ
ば
専
門
職
の
後
見
人
は
辞
任
し
、

親
族
の
後
見
人
に
対
し
て
、
財
産
の
引
継

ぎ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

後
見
制
度
支
援
信
託
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

次
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○　

裁
判
所
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
後
見
制
度
に

お
い
て
利
用
す
る
信
託
の
概
要
」

h
ttp

://w
w

w
.co

u
rts.g

o
.jp

/a
b

o
u

t/
pam

phlet/

○　

㈳
信
託
協
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
後
見
制

度
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
後
見
制
度
支
援
信

託
」

http://w
w

w
.shintaku-kyokai.or.jp/

data/pdf/data04_01leafkouken.pdf

　

家
族
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
家
庭
裁
判
所
で
取

り
扱
う
問
題
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
で
難
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
離
婚
後
に
父
母
が
子
ど
も
と
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
気

持
ち
に
配
慮
し
、
子
ど
も
の
福
祉
を
確
保
し

な
が
ら
、
離
婚
後
の
親
子
関
係
を
ど
う
す
る

か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
、
家
事
調
停
や
家

事
審
判
な
ど
の
手
続
に
お
い
て
、
心
理
学
・

社
会
学
・
教
育
学
な
ど
の
行
動
科
学
の
知
識

や
技
法
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
に
会
っ
て
そ

の
気
持
ち
を
聴
く
な
ど
、
子
ど
も
の
福
祉
に

配
慮
し
た
適
切
な
解
決
に
導
け
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

家
事
事
件
手
続
法
が
、
早
け
れ
ば
平
成
25

年
１
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
の
法
律
で
は
、

調
停
及
び
審
判
を
す
る
に
あ
た
り
、
子
ど
も

の
意
思
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
、
そ
の
意

思
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
聴
く
」
と
い
う
家

庭
裁
判
所
調
査
官
の
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
地
方
裁
判
所

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

ご
存
知
で
す
か
？
　
裁
判
所
・
裁
判
制
度

後
見
制
度
に
お
い
て
利
用
す
る
信
託

～
財
産
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
た
め
に
～

家
庭
裁
判
所
調
査
官

～
子
ど
も
の
気
持
ち
を
聴
く
～
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

去年11月から、毎日仕事から帰るとき、浜田川
を渡る橋で市役所の方向に向けて写真を撮ってい
ます。その場所で写真を撮り始めた理由は、ある
秋の日に歩いて帰っているとき、きれいな夕焼け
に感動して、「カメラを持っていれば良かったの
に」と思ったことでした。その次の日も全く同じ
ことが起こり、毎日カメラを仕事に持っていくこ
とを決意しました。最近では100枚を超えました。

浜田の毎日変わる空を見ていて、今日は昨日と
違って、新しく生まれた今日の世界に生きている
ということを深く感じました。詩人っぽくいえば、
写真撮影の行為は私の浜田での生活をうまく映し
出すメタファー（metaphor：隠喩）と言えるも
のだと思います。毎日、見え方が違う空の思い出
をカメラで残しているとともに、浜田で経験した
ことも記憶に焼きつけています。子どもたちの笑
顔と笑い声。石見神楽の活気ある舞いと笛のメロ
ディー。青い海の素晴らしい景色。心の中でこの
貴重な思い出をいつまでもとどめたいと思ってい
ます。

この間、「石の上にも三年」という、すてきな
ことわざを聞きました。その視点から見れば、私
が浜田で過ごした１年間は、あっという間で、あ

まりにも短い時間だったのかもしれません。でも
私は３年で成就できることを１年でやることを目
指す、瓶詰め稲光のような人間です。市民と交流
したり、友達を作ったり、日本語を練習したりし
て、精一杯生きているという１年でした。１年だ
けでも、10年分に相当するぐらい浜田と強い絆を
築けたと感じています。

ありがたいという心からの感謝の気持ちを持っ
て、この絆や浜田で作った思い出を、胸にたくさ
ん抱えて帰ります。素晴らしい１年間を、どうも
ありがとうございました。

さようなら、また会う日まで！

　

今
年
は
、
日
本
最
古
の
歴
史
書

古
事
記
が
編
纂
さ
れ
て
か
ら
、

１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

古
事
記
は
上
・
中
・
下
巻
の
三

巻
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

上
巻
（
か
み
つ
ま
き
）
は
、
日
本

の
は
じ
ま
り
の
物
語
で
、
日
本
列

島
の
成
り
立
ち
と
国
造
り
が
語
ら

れ
、
国
譲
り
、
天
孫
降
臨
を
経
て
、

神
武
天
皇
誕
生
ま
で
の
日
本
の
神

話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

本
神
話
の
、
重
要
な
舞
台
が
「
し

ま
ね
」
で
す
。
島
根
県
で
は
、
こ

の
機
会
に
、
古
事
記
の
世
界
だ
け

で
な
く
出
雲
国
風
土
記
、
万
葉
集

な
ど
に
も
登
場
す
る
古
代
世
界
か

ら
の
歴
史
的
遺
産
、
神
楽
、
文
芸

な
ど
、
伝
統
や
文
化
を
県
内
外
に

大
々
的
に
紹
介
し
、
観
光
誘
客
を

図
る
た
め
、「
神
々
の
国
し
ま
ね
」

推
進
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
の
夏
休

み
が
始
ま
る
７
月
21
日
か
ら
11
月

11
日
ま
で
の
間
、「
神
話
博
し
ま

ね
」
が
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
の

特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
、
浜
田
市
か
ら
は
、
20
の
神

楽
団
体
と
11
の
各
種
文
化
芸
能
団

体
が
出
演
し
、
９
月
22
日
・
23
日

に
は
市
町
村
デ
ー
と
し
て
浜
田
圏

域
の
郷
土
芸
能
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　

浜
田
市
内
で
も
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
宿
泊
客
を
対
象
に
「
一
万

円
で
神
楽
鑑
賞
」「
石
見
神
楽
出

張
上
演
」
を
開
き
、
平
成
20
年
か

ら
始
め
て
、
定
着
し
た
「
石
見
の

夜
神
楽
毎
日
公
演
」
も
、
８
月
17

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
市

内
４
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
か
ら
新
た
に
「
昼
食
付

き
昼
神
楽
上
演
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
」
が
企
画
・
実
施
さ
れ
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
話
博
に
訪
れ
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
、
石
見
ま
で
足

を
延
ば
し
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、巨
大
な
砂
像
を
展
示
す
る「
神

話
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」

や
周
遊
イ
ベ
ン
ト
「
石
見
神
楽
の

里
・
魅
力
発
見
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」

も
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
20

日
に
は
、
島
根
県
立
大
学
で
「
第

65
回
萬
葉
学
会
全
国
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
萬
葉
集
の
研

究
者
や
愛
好
家
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
が
浜
田
に
来
ら
れ
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
は
石
見
地
域
の
柿

本
人
麻
呂
の
故
地
も
訪
ね
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
神
話
博
し
ま
ね
」

を
め
ぐ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
子
ど
も
た
ち

に
は
、
島
根
や
浜
田
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
び
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

石見の夜神楽毎日公演【石央文化ホール】

新・お元気ですか�

毎日変わる空を眺めながら
浜田市国際交流員　ジェイソン・ベックマン

浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

受
講
対
象
者

・
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
、

そ
の
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

・
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

状
交
付
日
又
は
受
講
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
以
内
の
人

・
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回

講
習
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
日
程

　

９
月
27
日
㈭

　
　

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル（
益
田
市
）

　

９
月
28
日
㈮

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　

10
月
17
日
㈬

　
　

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

受
講
手
数
料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
会
場
の
開
催
日

の
10
日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
（
市
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
８
５

　

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
９
月
９
日
㈰
を
「
救
急

の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間

（
９
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
）を「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に

普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
救
急
の
日
」
を
通
じ
て
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

電
話
で
１
１
９
番
が
通
じ
た
ら

次
の
要
領
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な
る

べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
応
急
手
当

・
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

・
保
険
証
の
準
備

ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た

ら・
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
道
路

に
出
る
。

　

特
に
、
意
識
障
害
・
大
出
血
の

あ
る
患
者
は
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

置
く
と
生
命
の
危
機
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
急
病
人
で
す
。（
又
は
）

　
交
通
事
故
で
す
。

▼
○
○
町
○
○
町
内
○
○
の
北

側
で
す
。（
目
標
は
詳
し
く
）

▼
○
○
が
倒
れ
て
呼
び
掛
け
て

も
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
け

が
人
が
○
人
で
す
）

※　

年
齢
・
性
別
・
症
状
も
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
私
は
○
○
で
す
。
こ
の
電
話

は
○
○
局
○
○
○
○
番
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
の
適
切
な
応
急
手
当

（
気
道
確
保
・
人
工
呼
吸
・
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
除
細
動
・
止
血
）

の
実
施
が
極
め
て
重
要
で
す
。

応
急
手
当
講
習
の
案
内

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
応
急
手

当
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
め
た
応

急
手
当
【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
９
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
消
防
本
部
会
議
室

定
員　
先
着
40
人

料
金　
無
料

※　

講
習
修
了
後
に
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

　

庁
舎
の
防
虫
駆
除
作
業
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
証
明
書
自
動
交

付
機
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
日　
８
月
11
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作

業
は
委
託
業
者
が
行
い
、
取
替
え

に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
取

替
委
託
業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着

用
）
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

８
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
殿
町
・
琵
琶
町
・
栄

町
・
港
町
・
瀬
戸
ケ
島
町
・
生

湯
町
・
長
沢
町
・
浅
井
町
・
黒

川
町
・
杉
戸
町
・
野
原
町
・
笠

柄
町
・
三
階
町
・
熱
田
町
・
長

浜
町
・
国
分
町
・
下
府
町
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部

取
替
委
託
業
者

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

生
活
・
環
境

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す
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浜
田
合
同

庁
舎

済 済 済

② ③ 済

県営住宅

片庭町
至栄町

Ｒ
９
号

至
益
田

済

至江津

済 済 済

　

市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る

片
庭
住
宅
地
（
旧
原
井
小
学
校
敷

地
）
を
分
譲
し
ま
す
。

申
込
条
件　
申
込
み
は
、
区
画
番

号
を
指
定
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
１
人
で
複
数
の
区

画
を
希
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
～

※　

申
込
み
順
に
区
画
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
土
地

開
発
公
社
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
住
民

票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
み
の
際
に
印
鑑
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
土
地
開
発
公
社
【
市
役
所
田

町
分
室
２
階
（
☎
�
９
６
７

０
）】

分譲する土地

区画番号 所在地番
面積

（㎡）
分譲価格
（円）

② 片庭町86番16 165.23 10,992,421

③ 片庭町86番17 165.26 10,994,417

　

統
計
知
識
の
普
及
・
統
計
の
表

現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

特
選
・
入
選
作
品
は
、「
第
60

回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部   

小
学
校
１
・
２
年
児
童

第
２
部   

小
学
校
３
・
４
年
児
童

第
３
部   

小
学
校
５
・
６
年
児
童

第
４
部　

中
学
校
の
生
徒

第
５
部　

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
及
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
　
　

小
学
校
の
児
童
以
上

課
題　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校

４
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
児

童
が
観
察
又
は
調
査
し
た
結
果

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

募
集
締
切
日　
９
月
３
日
㈪

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
本
庁
安
全
安
心
推
進

課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
統
計
協
会
【
〒
６
９
０

‐
０
８
７
７　

松
江
市
殿
町
１

１
１
番
地　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ

ル
７
階
（
☎
０
８
５
２
�
５
０

７
８
）】

　

総
務
省
及
び
島
根
県
・
浜
田
市

で
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
10
月
１

日
を
調
査
日
と
し
て
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
も
の

で
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
国
や

都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
政
策

及
び
経
済
政
策
な
ど
を
企
画
・
立

案
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
わ
が
国
の
全
世

帯
の
中
か
ら
統
計
的
手
法
に
よ
り

選
定
し
ま
す
。
市
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
選
定
さ
れ
た
調
査
区
内
の

全
世
帯
に
調
査
員
が
事
前
調
査
に

伺
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の

無
作
為
に
選
ば
れ
た
15
調
査
世
帯

へ
改
め
て
調
査
員
が
、
調
査
票
の

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世

帯
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　

市
で
は
、「
浜
田
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
専
門
の

相
談
員
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
「
Ｐ
Ｒ
う
ち
わ
」
を

４
千
本
作
成
し
、
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
に
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
申
込
み
順
に
配
布
し
、
無

く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。
こ

の
時
期
、
盆
踊
り
な
ど
に
合
わ
せ

て
ご
利
用
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

す
か
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

島根県消費生活センター
マスコットキャラクター

「だまされないゾウくん」

公
社
所
有
地
を
分
譲
し
ま
す

平
成
24
年
度
島
根
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
募
集

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
窓
口

「
Ｐ
Ｒ
う
ち
わ
」
の
配
布
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食
中
毒
の
原
因
は
何
？

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
「
細
菌
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
」

　
「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
原
因
と
な
る
細
菌

の
代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ

１
１
１
な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。

　

一
方
、
代
表
的
な
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
調
理
者

か
ら
食
品
を
介
し
て
感
染
す
る
場

合
が
多
く
、
ほ
か
に
二
枚
貝
に
潜

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
が
毎
年
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
毒
キ
ノ
コ
や

フ
グ
な
ど
の
「
自
然
毒
」、
殺
菌

剤
な
ど
の
「
化
学
物
質
」
な
ど
も

食
中
毒
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
原
因
物
質

に
よ
っ
て
、
食
中
毒
は
１
年
中
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
原
因
と
な
る
菌
が
増
え
や
す

い
環
境
を
作
ら
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

つ
け
な
い

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
す
る

前
や
、
使
用
後
に
は
し
っ
か
り

洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
、
焼
け
た
肉
を
つ
か
む

箸
は
別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

増
や
さ
な
い

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は

ゆ
っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、

温
度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め

に
食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

や
っ
つ
け
る

・
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や
漂

白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

できることからはじめましょう
【窓辺の工夫で日ざしをカット】
　ゴーヤ・アサガオなどのつる性植物を育てて、
葉っぱでできたグリーンカーテンを利用すると、
心にも目にも優しく夏の日ざしをカットできます。
　今年はグリーンカーテンに取り組めなかったと
いう人は、窓にブラインドや、すだれなどでも日
ざしをカットできます。

夏の省エネの工夫を紹介します
○雨水などを利用して打ち水をしましょう。
○冷房は28度に設定し、フィルターを月に１・２

度清掃しましょう。冷房は必要なときだけつけ
ましょう。

○エアコンだけ頼らず、扇風機を併用しましょう。
室温を均一にすることで涼しく感じます。

○家具の配置を考えて風通しをよくしましょう。

　家族みんなで一つの部屋で過ごし、無駄な冷房
を控えると、コミュニケーションの時間も増えて
いいですね。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

８月分側溝消毒予定表
日 曜 実施計画
1 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
2 木 殿町１～５、田町２～５
3 金 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
17 金 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
20 月 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
21 火 蛭子町、栄町、片庭町
22 水 港町１～４
23 木 京町、高田町、清水町、真光町
24 金 原町、瀬戸見町、元浜町
27 月 大辻町、原井町
28 火 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
29 水 長沢町１
30 木 長沢町２～５・７・８
31 金 生湯町１～４
※　雨天などにより中止した場合、町内会長から

の連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁くらしと環境課）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

エコライフへのご招待　～省エネで夏は涼しく～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
、

身
近
な
動
物
と
の
ふ
れ
い
あ
い
の

あ
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
発
見

募
集
要
領

・
個
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す
（
描
画
も
可
）。

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
サ
イ
ズ
２
Ｌ
判

に
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
。
絵
画

の
場
合
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
。

・
作
品
に
人
物
が
被
写
体
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
被
写
体

の
承
認
を
得
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

・
被
写
体
が
動
物
の
み
も
可
と
し

ま
す
。

・
応
募
は
１
人
２
点
ま
で
と
し
ま

す
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
作
品
の
返
却
を

希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
に
関
し
て
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
場
合
、
主
催
者
は
一

切
そ
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
応
募
票
（
浜
田
保
健

所
に
あ
り
ま
す
。
浜
田
保
健
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
郵
送
で
も
送
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

を
同
封
し
、
郵
送
又
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
９
月
５
日
㈬

審
査　
９
月
22
日
㈷
に
江
津
市
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ
る

浜
田
保
健
所
動
物
愛
護
週
間

事
業
「
動
物
な
か
よ
し
写
真

展
」
で
展
示
し
、
来
場
者
の
審

査
投
票
に
よ
り
入
賞
作
品
を
決

定
し
、
浜
田
保
健
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

表
彰

　

島
根
県
浜
田
保
健
所
長
賞
１
点

島
根
県
獣
医
師
会
浜
田
支
部
長

賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
点

　

優
秀
ふ
れ
あ
い
賞　
　
　

５
点

※　

入
賞
者
に
は
、
後
日
表
彰
状

を
授
与
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー

プ
「
動
物
な
か
よ
し
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
係
【
〒
６
９
７
‐
０

０
４
１　

片
庭
町
２
５
４
番
地

（
☎
�
５
５
５
８
）】

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
ham

ada_hoken/dobutsu/

　

次
の
店
舗
で
、
市
指
定
ご
み
袋

及
び
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。

取
扱
開
始
店
舗

・
ロ
ー
ソ
ン
浜
田
周
布
店
（
周
布

町
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
と
お
り
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

８
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭

・
門
田
産
業
㈲

　

８
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

　

８
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

　

８
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

　

８
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

特
産
果
樹
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

対
象　
特
産
果
樹
を
出
荷
し
て
い

る
実
績
の
あ
る
人
（
出
荷
見
込

み
の
人
も
含
む
。）

特
産
果
樹
の
種
類

い
ち
じ
く
・
ぶ
ど
う
・
赤
梨
・

西
条
柿
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

補
助
メ
ニ
ュ
ー

○
新
植
・
補
植
支
援
事
業
（
苗
木

と
肥
料
代
の
助
成
）

○
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
整
備
事
業

（
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
の
檻
又
は

防
護
柵
な
ど
の
設
置
費
の
助

成
）

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
（
か
ん

水
施
設
・
排
水
施
設
・
防
風
施

設
な
ど
の
整
備
費
の
助
成
）

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額

　

１
事
業
あ
た
り
５
万
円

申
請
先　
本
庁
農
林
課
又
は
各
支

所
産
業
課

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

農
作
物
を
出
荷
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ対
象　
農
作
物
（
種
類
は
問
い
ま

せ
ん
。）
を
出
荷
し
て
い
る
実

績
が
あ
る
人

補
助
メ
ニ
ュ
ー

○
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
整
備
事
業

（
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
の
檻
又
は

防
護
柵
な
ど
の
設
置
費
の
助
成
）

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
（
か
ん

水
施
設
・
排
水
施
設
・
防
風
施

設
な
ど
の
整
備
費
の
助
成
）

○
販
路
拡
大
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
に
使
用
す
る
デ
ザ
イ
ン
委

託
費
・
デ
ザ
イ
ン
購
入
費
な
ど

の
助
成
）

補
助
率　
１
／
２

「
動
物
な
か
よ
し
写
真
展
」

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

ご
み
袋
取
扱
販
売
店
の
追
加

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

農
業
関
係
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

補
助
限
度
額

　

１
事
業
あ
た
り
５
万
円

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

県
で
は
、
魅
力
あ
る
島
根
の
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
ま
ち

な
み
や
、
建
造
物
・
行
わ
れ
て
い

る
活
動
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門

⑴　

ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

⑵　

土
木
施
設
部
門

⑶　

公
共
建
築
物
部
門

⑷　

民
間
建
築
物
部
門

⑸　

屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

応
募
資
格　
自
薦
・
他
薦
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈮
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効
）

※　

景
観
賞
の
応
募
は
、
年
間
を

通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
（
本
庁
建

設
企
画
課
及
び
各
支
所
建
設
課

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
資
料
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
が
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
environm

ent/nature/keikan/
keikan_sho/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５

２
�
６
１
４
３
）】

　

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、

事
業
化
を
目
的
と
し
た
新
商
品
の

開
発
、
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
に

よ
る
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
活
動

に
対
し
て
、
一
部
経
費
を
支
援
す

る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所

（
住
所
）
を
有
す
る
中
小
企
業

者
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
補
助
対
象
期
間　
交
付
決
定
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

受
付
期
間　
８
月
13
日
㈪
ま
で

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
本

庁
産
業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

事
業
着
手
は
、
原
則
、
補
助

金
の
交
付
決
定
日
以
降
で
す
。

事
業
区
分

①
新
商
品
開
発
事
業

②
特
許
権
等
取
得
事
業

③
販
路
開
拓
事
業

④
デ
ザ
イ
ン
開
発
事
業

⑤
中
小
企
業
組
織
化
促
進
事
業

※　

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

４
月
号
又
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
帰
省
し

た
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ

リ
ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
11
日
㈯
～
15
日
㈬

　

午
後
８
時
～
10
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
を
す
る
と
、
口
座
を

解
約
し
た
り
、
納
税
義
務
者
が
変

わ
ら
な
い
限
り
、
翌
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
納
付
額
が
通
帳
に
記
載

さ
れ
る
た
め
、
納
付
記
録
に
も
な

り
ま
す
。

申
込
手
続

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
込

手
続
が
で
き
ま
す
。手
続
の
際
に
、

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

申
込
書
は
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

申
込
み
の
翌
月
以
降
の
納
期
分

か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に

つ
い
て
は
、
申
込
み
が
20
日
以
降

の
場
合
は
、
翌
々
月
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

納
付
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
は
…

　

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
状
況

に
応
じ
た
納
付
方
法
な
ど
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
景
観

第
20
回
し
ま
ね
景
観
賞

中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
（
２
次
募
集
）

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

市
税
は
納
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す

税
務
・
納
税
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
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性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

食 育 コラムコラム

0

20

40

60

80

早食いの割合比較（%）

普通 肥満

小学校１年生 小学校４年生 中学校１年生

就寝時間の比較

21時以前

21時～21時30分

21時30分～22時

22時～22時30分

22時30分～23時

23時～23時30分

23時30分～24時

24時以降

0 10 20 30 40 50
（%）食べる 食べない

対
象　
浜
田
自
治
区
に
住
所
が
あ

る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
13
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

８
月
30
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　市では児童・生徒を対象に生活習慣病への関
心を深め、生活を振り返り、生涯にわたる健康
づくりの基礎を築くために、今年度も２学期に
市内の小学校１年生・４年生・中学校１年生を
対象に身体計測や血液検査に併せ、生活習慣や
食生活に関する調査を実施します。

平成23年度の調査結果から

体型と食事のとり方

　全国学校保健調査に比べると肥満者の割合は
男女とも小学校１年生・４年生で高く、中学校
１年生は、男子は低い傾向、女子は高い傾向が
みられました。また、体型と食事のとり方を集
計した結果、普通体型の人に比較して肥満傾向
にある人は「早食い」「おなかいっぱい食べる」
と答えた割合が全ての学年で明らかに多かった
です。

朝ごはんと生活習慣

　毎日朝ごはんを食べている割合は、毎年中学
校１年生で低い値となっています。このため朝
ごはんの摂取状況と、ほかの生活習慣の関係に
ついて調べてみました。
　その結果、平日の就寝時間を比較すると「朝
ごはんを食べない」人は就寝時間が明らかに遅
く、平日にテレビなどに接する時間を比較する
と、テレビなどに２時間以上接している人は「朝
ごはんを食べない」割合が高かったです。

　平成22年度国民健康保険特定健康診査の結果
からも肥満者の割合（ＢＭＩ25以上）は24.8％
でした。成人においても肥満と早食いは相関関
係があり、子どもの頃からの食習慣は大切です。
※　ＢＭＩ：肥満度を表す体格指数で、
　　体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で算出

　朝ごはんは１日の生活リズムを整えるうえ
でも重要です。また、朝ごはん抜きの習慣が
将来、生活習慣病を招く要因にもなります。
朝ごはんをとれるように、もう一度生活のリ
ズムを見つめ直してみましょう。

（本庁地域医療対策課）

※　次回９月号は、『健康』についてのコラ
ムを掲載します。

びぃびくん

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

元気な浜田っ子を育むために
～やっぱり子どもの頃からの生活習慣が大切～



15　　　広報はまだ：平成24年８月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
31
日
ま
で
に
届
け
出

て
、
受
給
資
格
を
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を

受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
人
通
知

を
７
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め
の

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
登
録
を
し
た
人
を
対
象

に
、
就
業
や
転
職
の
相
談
受
付
や

求
人
情
報
の
提
供
な
ど
の
手
助
け

を
す
る
事
業
で
す
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

人
は
除
く
。）

受
付
日　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
。）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　
無
料

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

　

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る

よ
り
一
層
の
理
解
向
上
を
目
的
と

し
て
開
催
す
る
「
浜
田
市
健
康
福

祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
で
、
演
技
な
ど
を
披

露
し
て
も
ら
え
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

日
時　
10
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
海
の
み
え
る
文
化
公
園　

野
外
ス
テ
ー
ジ

演
技
時
間　
15
分
（
入
退
場
時
間

含
む
。）

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ

と
⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を

理
解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽

し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と

募
集
団
体
数　
11
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
定
委
員
会

で
協
議
の
上
、
参
加
団
体
を
決

定
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込

書
（
本
庁
地
域
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
に
は
、
ス
テ
ー

ジ
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

日
時　
８
月
８
日
㈬
・
９
月
12
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

県
知
事
が
認
証
し
た
、
高
い
安

全
性（
安
全
で
）・
優
れ
た
品
質（
美

味
し
い
）・
島
根
県
産
の
食
材
（
美

味
し
ま
ね
認
証
産
品
）
を
使
っ
た

親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
の
親
子

日
時　
８
月
18
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30

分
場
所　
い
わ
み
ー
る
３
階
調
理
実

習
室

定
員　
親
子
15
組

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
７
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
栄
養
士
会
事
務
局

浜
田
保
健
所　

堀
野
さ
ん

（
☎
�
５
５
５
２
）

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

た
め
の
就
労
支
援
事
業

健
康
・
福
祉

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
参
加
団

体
の
募
集

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

「
美
味
し
ま
ね
ラ
ン
チ
の
親
子

料
理
教
室
」
参
加
親
子
募
集
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　９月以降のがん検診日程については、「平成24
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

金
城

８月１日㈬ 8:00～　9:00 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～11:00 小国公民館（おぐに会館）

８月６日㈪ 8:00～　8:30 久佐公民館（くざ会館）
9:30～10:30 美又公民館（みまた会館）

旭
８月８日㈬ 8:00～10:00 都川高齢者活動促進センター

13:00～14:00 市木生活改善センター
８月９日㈭ 8:00～10:00 重富生活改善センター

13:00～14:00 木田生活改善センター
８月10日㈮ 8:00～14:00 旭保健センター

三
隅

８月17日㈮
8:30～　9:00 みのり会館

10:30～11:00 市場集会所
13:30～14:00 下室谷集会所

８月20日㈪ 9:00～11:00 三保公民館
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。

受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
　①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
　②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会場
金
城８月29日㈬ 13:30～14:00 美又公民館（みまた会館）

15:00～15:30 波佐公民館（ときわ会館）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先

が異なりますので注意してください）。
【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成25年２月27日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場
浜
田

８月19日㈰
（休日検診）

9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますの

で注意してください。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田

８月19日㈰
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成25年２月28日㈭まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　８月24日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　８月６日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

所
得
状
況
届
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
手
当
の
支
給
の
要

否
を
認
定
す
る
た
め
に
、
８
月
１

日
現
在
の
受
給
資
格
な
ど
の
現
状

を
８
月
13
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で

の
間
に
届
け
出
て
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
の
人
に

は
市
か
ら
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
寮

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監

護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願
書
」

に
、
学
校
又
は
居
住
し
て
い
る

地
域
の
民
生
委
員
に
証
明
を
受

け
、
ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

在
日
外
国
人
高
齢
者
な
ど
で
、

国
籍
が
欠
格
事
由
と
な
っ
て
公
的

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
に
あ
る
人
に
対
し
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前

に
出
生
し
た
浜
田
市
在
住
の
在

日
外
国
人
高
齢
者

支
給
金
額

　

月
額
２
０
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
申
請
書
類
（
本
庁
高

齢
障
が
い
課
及
び
各
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

８月各種がん検診の日程

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

外
国
人
高
齢
者
等
福
祉
手
当

給
付
事
業
の
利
用
申
請
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　
９
万
円
（
こ
の
ほ
か
に

日
本
国
内
で
の
交
通
費
な
ど
は
、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員
（全国） 締切日

マリアナ諸島 10月１日㈪～７日㈰ ６泊７日 40人 ８月17日㈮
東部ニューギニア（１次） 10月13日㈯～20日㈯ ７泊８日 40人 ８月30日㈭
ボルネオ・マレー半島 10月22日㈪～31日㈬ ９泊10日 30人 ９月７日㈮
トラック諸島 10月27日㈯～11月３日㈷ ７泊８日 20人 ９月13日㈭
パラオ諸島 10月27日㈯～11月３日㈷ ７泊８日 20人 ９月13日㈭
ソロモン諸島 11月３日㈷～10日㈯ ７泊８日 20人 ９月19日㈬
フィリピン（１次） 11月14日㈬～21日㈬ ７泊８日 120人 ９月28日㈮
ミャンマー（１次） 11月26日㈪～12月５日㈬ ９泊10日 60人 10月12日㈮

台湾・バシー海峡 平成25年
１月16日㈬～22日㈫ ６泊７日 15人 12月２日㈰

西部ニューギニア ２月１日㈮～10日㈰ ９泊10日 36人 12月21日㈮
ミャンマー・インド（２次） ２月12日㈫～21日㈭ ９泊10日 45人 11月13日㈫
東部ニューギニア（２次）２月23日㈯～３月２日㈯ ７泊８日 37人 １月９日㈬
ビスマーク諸島 ２月23日㈯～３月２日㈯ ７泊８日 36人 １月９日㈬
フィリピン（２次） ３月６日㈬～13日㈬ ７泊８日 120人 １月23日㈬
マーシャル・ギルバート諸島 ３月16日㈯～24日㈰ ８泊９日 36人 11月16日㈮
中国（２次） ３月21日㈭～29日㈮ ８泊９日 45人 ２月７日㈭

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
は
、
８
月
１
日
か
ら

使
う
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
７
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届

い
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割

（
た
だ
し
、
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）】
又
は
【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
「
高

齢
受
給
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入

者
に
は
、
各
健
康
保
険
者
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
、
送
付
し
た
高
齢
受
給
者

証
は
８
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
を
有
効
期
限
と
し
て

い
ま
す
（
期
間
内
に
75
歳
に
な
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）。

　

高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
の
で
、
所
得
判
定
に
よ
り

自
己
負
担
割
合
の
決
定
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
ほ

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

や
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
高
齢
受
給
者

証
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

法
改
正
に
伴
い
、
平
成
24
年
７

月
９
日
か
ら
新
た
な
在
留
管
理
制

度
が
始
ま
り
、
外
国
人
の
皆
さ
ん

も
住
民
票
が
作
成
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
要
件
が
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

平
成
24
年
７
月
８
日
ま
で

・
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
１

年
以
上
在
留
期
間
の
あ
る
人

・
１
年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る
と

認
め
ら
れ
た
人
（
在
留
資
格
が

興
行
・
技
能
実
習
・
家
族
滞
在
・

医
療
目
的
を
除
く
特
定
活
動
）

平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら

・
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
の
あ
る

人
・
３
か
月
を
超
え
て
日
本
に
滞
在

す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
で
市
内

在
住
の
人（
在
留
資
格
が
興
行
・

技
能
実
習
・
家
族
滞
在
・
医
療

目
的
を
除
く
特
定
活
動
）

　

３
か
月
を
超
え
、
１
年
未
満
の

在
留
期
間
の
人
は
、
平
成
24
年
７

月
９
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
新

規
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
人
は
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
加
入
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
書
類

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
さ
れ
た
人
は
、「
資
格
喪
失

証
明
書
」
又
は
「
離
職
票
」・「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

申
請
場
所

・
市
役
所
本
庁
医
療
保
険
課

（
１
階
⑥
番
窓
口
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

保
険
・
医
療
・
年
金

届
い
て
い
ま
す
か
？

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
の
加
入
用
件

が
変
わ
り
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

更
新
の
必
要
な
人

　

福
祉
医
療
対
象
者
で
、
有
効
期

限
が
平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
人

※　

対
象
者
に
は
、
８
月
中
旬
ま

で
に
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。）

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
「
資
格
証
」（
有

効
期
間
が
平
成
24
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
次

の
も
の

重
度
心
身
障
害
者

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）
又
は
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
福
祉
医
療
費
所
得
調
査
票
（
提

出
の
必
要
が
あ
る
人
へ
更
新
申

請
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。）

・
非
課
税
公
的
年
金（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
の
支
給
金
額
の
分
か
る
も

の
（
支
払
通
知
書
・
額
改
定
通

知
書
・
振
込
金
額
の
分
か
る
通

帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

　

全
日
制
高
等
学
校
（
定
時
・
通

信
制
高
等
学
校
を
含
む
。）
に
在
学

し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年
度

中
に
18
歳
に
到
達
（
又
は
18
歳
以

上
20
歳
未
満
）
す
る
学
生
に
つ
い

て
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・
対
象
児
童
の
学
生
証
又
は
、
在

学
証
明
書
（
平
成
24
年
４
月
１

日
以
降
に
学
生
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
）

平
成
24
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
な
い
人

・
平
成
24
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※　

所
得
要
件
な
ど
で
、
非
該
当

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
31
日
㈮

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
れ
ば
、
10
月

１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し

ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新
手
続

を
し
た
場
合
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し
ま

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

７
月
ま
で
普
通
徴
収
（
納
付
書

や
口
座
振
替
）
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
た
人
の
う
ち
、
今
年
２

月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
権
が
発

生
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
８
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
付
方
法

が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
を
担
保
に
借
入

れ
を
し
て
い
る
人
や
、
現
況
届
の

出
し
忘
れ
・
出
し
遅
れ
が
あ
っ
た

人
は
、
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

引
き
続
き
納
付
書
や
口
座
振
替
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
介
護
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
人
が
特
別
徴

収
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
口
座
振

替
は
自
動
的
に
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
20
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
50
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
講
堂

演
題　
差
別
を
支
え
る
意
識
の
カ

ラ
ク
リ

講
師　
奥
田
均
さ
ん
（
近
畿
大
学

人
権
問
題
研
究
所
教
授
）

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
研
究
会
人
権
・
同
和
教

育
部
会
事
務
局
上
府
小
学
校

（
☎
�
０
０
１
３
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

対
象　
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

弥
栄

日
時　
８
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
弥
栄
分
室

（
☎
�
２
１
２
１
）

三
隅

日
時　
８
月
14
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先

市
三
隅
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
８
０
１
）

※　

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
１
月
に

開
催
し
ま
す
。

福
祉
医
療
の
更
新
手
続

８
月
か
ら
介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
る
人
が

い
ま
す

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
24
年
度
成
人
式
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
な
ど
の

状
態
に
あ
る
若
者
を
、
ど
う
理
解

し
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
…
。

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
若
者
を
抱
え

る
家
族
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
又

は
不
登
校
な
ど
の
状
態
に
あ
る

若
者
を
抱
え
る
家
族

日
時　
８
月
５
日
㈰

講
演
会　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

座
談
会　
午
後
２
時
45
分
～
４
時

※　

講
演
会
の
み
の
参
加
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

場
所　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
２
階

演
題　
あ
き
ら
め
な
い　

明
日
の

た
め
に

講
師　
松
田
勝
さ
ん
（
ポ
レ
ポ
レ

農
園
主
宰
・
上
級
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
３
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者

申
込
方
法　
出
品
票
（
本
庁
文
化

振
興
課
・
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
・
世
界
こ
ど
も
美
術
館
・

石
正
美
術
館
・
浜
田
図
書
館
・

石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
い
わ
み
ー

る
・
ラ
・
ぺ
ア
ー
レ
浜
田
・
サ

ン
マ
リ
ン
浜
田
・
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
浜
田
・
浜
田
郷
土
資
料
館
・

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
出
品

料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
場
所
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
10
日
㈪
～
19
日
㈬　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委

員
会
分
室

９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
石
正
美
術
館

９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
５

時９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

作
品
の
搬
入
場
所
・
期
間

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委

員
会
分
室

９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

募集部門・出品料

書の部
第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など
（中・高校生は、各部とも軸物可）

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円(中・高校生500円)

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円(中・高校生500円)

写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した
ものは不可）

１人３点以内
１点1,500円(中・高校生500円)

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,000円(中・高校生300円)

※　未発表の自己作品で、作品の裏などに展示用吊り紐のあるもの（ガラス入り額装不可）

○
石
正
美
術
館

９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
５

時９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

展
示
期
間　
９
月
29
日
㈯
～
10
月

８
日
㈷　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
10
月
８
日
㈷
は
午
後

３
時
ま
で
）

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査

の
上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特

別
賞
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

表
彰
式　
９
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室

作
品
搬
出
場
所
・
期
間

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

10
月
８
日
㈷

午
後
４
時
～
６
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

異
文
化
体
験
サ
ロ
ン
を
弥
栄
町

で
開
催
し
ま
す
。

　

市
国
際
交
流
員
（
ア
メ
リ
カ
・

韓
国
・
中
国
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。
夏
休
み
の
思
い
出
を
一

緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
で
の

参
加
歓
迎
）

日
時　
８
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
弥
栄
運
動
広
場
・
休
憩
所

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
料　
３
０
０
円（
会
員
無
料
）  

申
込
締
切
日　
８
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若

者
の
家
族
の
た
め
の
研
修
会

第
44
回
浜
田
市
美
術
展
一
般

公
募
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

異
文
化
体
験
サ
ロ
ン

in
や
さ
か

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
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　７月８日㈰、「第12回生涯学習と健康福祉の集い」が弥栄会館
で開催されました。
　この催しは、『今、心と身体に必要なもの』をテーマに開催さ
れ、認知症について考える演劇や、子どもから高齢者までが楽
しめる運動・体内年齢などを測って体の状態を確認する「健康
測定」が行われました。演劇では、桃太郎を題材とした「桃太
郎が弥栄にやってきた」が上演され、笑いの要素が取り入れら
れた分かりやすい内容に、来場者は、認知症の症状について理
解を深めていました。

　６月24日㈰、「人権を考える集い」が三隅公民館で開催され
ました。これは、人権・同和教育問題について考え、差別や偏
見のない社会を築いて行くことを目的に、毎年行われています。
当日は、約200人が参加。ＮＨＫ福祉番組アドバイザーの長

な が

崎
さ き

圭
け い

子
こ

さんを講師に迎え「生きる力は自分の中にある！」と題して
講演会が行われました。長崎さんは、自身の経験と現在の取組
について講演し、「自分の中の力を高めていくことが大事」と気
持ちを込めて話されました。また、会場には人権活動に関する
パネルが展示され、人権への意識を高める場となりました。

変な桃太郎です♪

講演する長崎圭子さん

　６月30日㈯、「あじさい祭り」が宇野町のふれあい会館「夢
む

生
う

舎
し ゃ

」で開催されました。
　この催しは、下府川の環境保全活動を行っている「下府川を
楽しむ会」が主催。地元の小学生や県立大学生・国際交流員な
ど約20人が参加しました。参加者は、昼食にカレーライスを食
べたあと、下府川で水中生物の採取と観察を行いました。　　
　しまね海洋館アクアスの職員と一緒に川へ入り、魚やカニ・
エビなどの生き物を採取。参加した子どもたちは、捕まえた水
中生物を興味深く観察していました。

　６月30日㈯、「すくすく祭り」が子育て支援センターで開催
されました。
　この催しは、地域で支える子育ての環境づくりや父親の育児
参加の支援を目的に開催され、この日は、275人の親子連れが
参加しました。
　祭りでは、浜田商業高等学校郷土芸能部による恵比須の上演
や、牛乳パックを使った工作コーナー・手作りおやつの試食・
赤ちゃんのエアロビクス（ベビービクス）など様々な催しがあ
り、親子で祭りを楽しみました。親子の絆を強める「ベビービクス」体験がありました

いろいろな水中生物を見つけました

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

差別のない社会を
～ 第23回人権を考える集い ～

親子の絆を深める
～ 第４回すくすく祭り ～

下府川の水中生物を観察
～ 第8回あじさい祭り ～

やさか

はまだ

みすみ

生涯学習と健康福祉の集い
～ 学び・健やか・暮らしいきいき ～
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　６月16日㈯、「音楽療法教室」が市木生活改善センターで行
われました。
　音楽療法とは、よりよい生活を促すために音楽を用いて、い
ろいろな機能の発達・改善・維持を図るものです。
　当日は、参加者19人が音楽療法士の宮

み や

本
も と

幸
さ ち

先生の指導の下、
カサバ、シェイカーと呼ばれる楽器を使った演奏やオルガンの
リズムに合わせて歌ったり踊ったりして、会場は終始笑顔に包
まれていました。この取組は、旭自治区内の地区単位で毎月１
回行われます。

　６月20日㈬、「粘土でスイーツ教室」が今市公民館で行われ
ました。この教室は、在宅で子育てを行う母親たちのサークル
「ぴよぴよクラブ」の活動を今市公民館がサポートしたもので、
この日は、親子連れ約50人が参加しました。
　保育インストラクターの琴

こ と

野
の

和
か ず

世
よ

先生を講師に招いて行われ、
軽量粘土や樹脂粘土を巧みに使い、思わず食べたくなるような
カップケーキが続々と出来上がりました。
　参加者たちは「やってみるととても簡単。予想以上にうまく
できた」と満足した様子でした。

　６月23日㈯、「波佐ホタル祭り」が小波の郷・波佐小国温泉
ほたる湯館で開催されました。
　この催しは、波佐ホタル祭り実行委員会が主催したもので、約
2,200人の来場がありました。祭りでは、波佐小学校児童によ
るよさこいソーラン踊りや地元住民による波佐ホタル音頭・米
粉パンまき抽選会などが行われ、会場はにぎわいをみせました。
　また、祭りが終了する頃には、たくさんのホタルが飛び交い、
来場者は会場に設置された蜜蝋のコースを歩きながら、幻想的
な光に包まれた光景に心癒されました。 ホタル祭りで「よさこいソーラン」を披露する波佐小児童

大人と一緒にスイーツデコを楽しむ児童

歌声に合わせ楽器を演奏する参加者

　６月22日㈮、今市小学校の３年生児童16人が昔の学校めぐり
を行いました。
　当日は晴天の下、今市校区の尋常小学校３校の跡地を訪ね、
それぞれの小学校の卒業生から昔の学校の様子や地域のことに
ついて話を聞きました。昭和９年に丸原尋常小学校に入学した
湯

ゆ

倉
く ら

春
は る

夫
お

さんは、校舎を絵で再現し、校舎や校庭の位置など、
当時を振り返り懐かしそうに話していました。
　また、児童たちは笹船を作って昔の遊びを体験し、船を小川
に浮かべて、楽しそうにはしゃいでいました。笹船作りに挑戦する児童

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

山里を彩るホタルの光
～ 第11回波佐ホタル祭り ～

スイーツデコに初挑戦
～ 粘土でスイーツ教室 ～

当時の学校はこんな様子
～ 昔の学校めぐり ～

リズムに合わせ健康づくり
～ 市木地区音楽療法教室 ～

かなぎ

あさひ

あさひ

あさひ
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　６月６日㈬、リトミック教室が木都賀老人福祉センターで行
われました。これは、保育園児や在宅児を含む地域住民が交流
を深めるために杵束公民館が主催しました。
　当日は、杵束保育園の園児たちや地域住民約25人が参加。講
師の指導の下、音楽に合わせて踊ったり、いろいろな楽器を鳴
らしたりして遊びました。
　参加者は、子どもから大人まで笑顔一杯で楽しい時間を過ご
し交流を深めました。

　６月３日㈰、いまふく笑舞会による「どろ落とし公演」が今
福ふれあい会館で開催されました。
　これは、舞踊や時代劇の公演を行っている同会の結成15周年
を記念し、日頃から応援してくれる地域の人たちへの感謝の気
持ちを込めて、稽古の成果を披露しました。
　この日は、約400人が来場。公演では、舞踊や劇のほか、カ
ラオケやフラダンスの友情出演など25演目が上演され、出演者
の白熱した演技に大きな拍手や声援が送られました。

　６月３日㈰、「子安の里祭り」が湯
ゆ

屋
や

温
お ん

泉
せ ん

子
こ

安
や す

華
は な

湯
ゆ

館
か ん

で開催
されました。
　この祭りは、地区内外の人に温泉を利用してもらおうと地元
有志により毎年開催されています。
　当日は、約500人が来場。トラックの荷台を舞台にした特設会
場で、田囃

ば や

子
し

・フラダンス・花
か

炎
え ん

太鼓・石見神楽など盛りだく
さんの催しが行われました。
　また、バザーや抽選会などもあり、来場者は楽しい１日を過
ごしました。

　６月５日㈫、ヒラメの稚魚放流体験が田ノ浦海岸で行われま
した。当日は、三隅小学校５年生45人と井野小学校及び室谷分
校の５・６年生９人が参加しました。
　初めに、須

す

津
づ

漁港にあるヒラメの稚魚を育成している施設を
見学し、水産振興協会の職員から魚の中間育成の説明を聞いた
あと、稚魚に餌やりをしました。
　そのあと、児童たちは、田ノ浦海岸へ移動し体長10㎝ほどに
育った約3,000尾のヒラメの稚魚をやさしくバケツから取り出し、
海に放していました。

特設会場で演奏された「花炎太鼓」

すくすく育ってね！

みんなで踊ると楽しいね

感謝の気持ちを込めて出演者全員でフィナーレ

♥Town Topicsまちのわだい

やさか

みすみ

かなぎ活気ある湯屋温泉をＰＲ！
～ 第13回湯屋温泉 ｢子安の里祭り｣ ～

かなぎおかげさまで15周年！
～ いまふく笑

しょう

舞
ぶ

会記念公演 ～

大きく育って！！
～ ヒラメの稚魚放流体験 ～

楽器と音楽で遊ぼう
～ 杵束公民館リトミック教室 ～
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６
月
10
日
㈰
「
留
学
生
等
を
囲
む

会
」
の
主
催
で
、「
石
見
の
海
に
親

し
む
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
の
新
入
留
学
生
８
人
が
招
待
さ

れ
、
会
員
・
市
民
・
留
学
生
や
日
本

人
学
生
な
ど
、
約
１
０
０
人
が
参
加

し
、
畳
ヶ
浦
・
鳩
穴
・
金か

な

周そ

布う

・
石

見
海
浜
公
園
の
嶽だ

け

ヶが

下し
た

展
望
台
を
経

由
し
、
同
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
村
ま
で

歩
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、石
見
の
自
然
を
肌
で
感
じ
、

皆
さ
ん
楽
し
く
話
を
し
な
が
ら
海
辺

を
散
策
し
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、
キ
ャ
ン
プ
村
で
会
員
と

留
学
生
に
よ
る
母
国
の
手
料
理
（
韓

国
料
理
・
中
国
の
水
餃
子
）
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
と
て
も

楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
か
ら
は
「
ほ
か

の
大
学
（
地
域
）
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な

い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
授
業
体
験
」
や
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
ン
チ
交
流
会
」
を
は
じ
め
、
在
学

生
が
学
内
を
案
内
す
る
「
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
保
護
者
向
け
説
明
会
」
や

「
進
学
相
談
・
学
生
生
活
相
談
会
」

も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　
９
月
15
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
、
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ

ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
大
学
生
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

開
講
科
目
な
ど
は
、
募
集
案
内
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
17
日
㈮
～
24
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
25
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

県
立
大
学
で
は
、
国
際
化
の
進
む

社
会
に
お
い
て
様
々
な
分
野
で
活
躍

で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
海
外
企
業
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
へ
の
訪
問
や

現
地
の
大
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
国
際
的
視
野
の
獲
得
と
国
際
協

調
の
精
神
を
養
う
機
会
と
し
て
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
を
対
象
に
約
７
日

間
の
行
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
経
済
発
展
の
著
し
い
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
の
一
翼
で
あ
る
イ
ン
ド
と
、
日
本

と
海
を
挟
ん
だ
お
隣
の
国
、
韓
国
の

２
コ
ー
ス
に
計
25
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

５
月
30
日
㈬
に
は
、
研
修
に
参
加

し
た
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
開
催
さ

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
来
ら
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
の
研
修
に
参
加
し
た
学

生
は
「
夢
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
教

育
機
関
や
大
企
業
の
進
出
が
相
次
ぐ

バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
で
の
研
修
の
様
子
を

報
告
し
、
ま
た
韓
国
の
研
修
に
参
加

し
た
学
生
は
、
日
本
企
業
が
10
年
で

成
し
遂
げ
た
こ
と
を
韓
国
の
企
業

が
、
わ
ず
か
２
～
３
年
で
達
成
し
て

し
ま
う
、
韓
国
人
の
パ
リ
パ
リ
（
速

く
、
速
く
）
文
化
に
圧
倒
さ
れ
、
大

き
く
「
意
識
改
革
」
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

講
師　
豊と

よ

田た

知と
も

世よ

　

こ
ん
に
ち
は
、
岡
山
県
出
身
の
豊

田
知
世
と
申
し
ま
す
。
私
は
平
成
16

年
度
の
県
立
大
学
の
卒
業
生
で
す
。

　

卒
業
後
は
広
島
の
大
学
院
へ
進
学

し
、
環
境
問
題
や
国
際
協
力
を
専
門

と
す
る
研
究
機
関
で
研
究
員
と
し
て

勤
め
た
あ
と
、
今
年
の
４
月
か
ら
県

立
大
学
に
講
師
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、「
初
め
ま
し
て
」

と
い
う
よ
り
「
た
だ
い
ま
」
と
い
っ

た
気
分
で
す
。
久
し
ぶ
り
の
浜
田
で

の
生
活
で
す
が
、
日
本
海
の
雄
大
さ

と
地
域
の
人
の
温
か
さ
は
変
わ
っ
て

い
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学

や
開
発
経
済
学
な
の
で
す
が
、
主
に

経
済
と
環
境
問
題
と
の
関
係
に
着
目

し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境

問
題
は
様
々
な
分
野
に
関
係
し
て
い

る
問
題
で
す
の
で
、
私
も
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

バーベキューの様子

韓国の研修に参加した学生
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vol.106
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

第
13
回
石
見
の
海
に

親
し
む
集
い

２
０
１
２
年
度
「
第
２
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
ご
案
内

平
成
24
年
度
秋
学
期
（
10
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

海
外
企
業
研
修
に
参
加

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
②
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本
館　
石
本
正
新
作
展

　
　
　
　

京
へ
の
想
い

　

日
本
画
家
・
石
本
正
は
、
92
歳
に

な
っ
た
今
も
、
毎
日
絵
を
描
き
続
け

て
い
ま
す
。
少
年
の
よ
う
な
瑞み

ず
み
ず々

し

い
感
性
で
生
み
出
さ
れ
る
作
品
の

数
々
。新
作
が
並
ぶ
展
示
室
内
に
は
、

絵
を
描
く
こ
と
の
喜
び
と
楽
し
さ
が

満
ち
て
い
ま
す
。

石本正「哲学」（2011 年）

新
館　
遥
か
な
る
大
地

　
　
　
～
心
で
描
い
た
風
景
～

　

石
本
正
の
作
品
を
中
心
に
、
11
人

の
現
代
日
本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
画
家

た
ち
の
、
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
る
こ

と
の
な
い
感
動
の
記
憶
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間　
９
月
30
日
㈰
ま
で

料
金　

　
　

一
般　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　

高
大
生
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
　

小
中
生
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

８
月
13
日
㈪
は
、
臨
時
開
館
し

ま
す
。

《本館展示室》
企画展「石本正新作展　京への想い」
　　９月30日㈰まで

《新館展示室》
企画展「遥かなる大地～心で描いた風景～」
　　９月30日㈰まで

《ギャラリー展示》
新田辰男写真展「野鳥に魅せられて」
　　８月４日㈯～10日㈮
佐々木勝巳写真展「水の系譜」
　　８月11日㈯～17日㈮
佐々木俊和写真展「ヒマラヤの青い空」
　　８月18日㈯～31日㈮

《イベント情報》
こども美術教室 「いわみ海幸山幸物語」
　　８月５日㈰　
佐々木勝巳写真展　作品解説会
　　８月11日㈯　午後１時～４時
※　写真に込めた思いを手話を交えながら、

語ります。
夏の星空観察会
　　８月18日㈯　午後７時30分～８時30分
夏休みこども木工教室
　　８月25日㈯　午後１時～４時

特別休館のお知らせ
　館内燻蒸のため、臨時休館します。
　　８月３日㈮まで

　夏休みの特別なアート体験をしよう！ドキドキわくわく
の山の中での沢登り。自然の中でいっぱい遊んで、体中で
感じた感動を絵に描きましょう！ 
日程　８月５日㈰（要予約）
場所　若生まなびや館（金城町）
集合場所　石正美術館
定員　30人
参加費　３，０００円

　石正美術館の市民ギャラリーで、あなたの作品を展示し
てみませんか。個人・グループなど、創作発表の場として
お気軽にご利用ください。

申込み・問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎こども美術教室 「いわみ海幸山幸物語」

◎平成25年度市民ギャラリー利用者募集
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現
在
開
催
中
の
『
夢
現
代
∞
美
術

展
』
は
、
無
限
大
に
広
が
る
現
代

美
術
の
魅
力
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

触
っ
た
り
、
動
か
し
た
り
で
き
る
参

加
体
験
型
の
展
覧
会
で
す
。
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
・
布
や
木
・
和
紙
な
ど
様
々

な
素
材
を
使
用
し
た
作
品
、
い
ろ
い

ろ
な
技
法
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
た
作
品
な
ど
、
実
に

様
々
な
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
作
品
に
隠
さ
れ
た
共
通
の

テ
ー
マ
は
“
パ
ズ
ル
”。
組
み
合
わ
せ

た
り
、
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
解
い
て

い
く
作
品
な
ど
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
フ
リ
ー
ス
を

使
っ
た
作
品
で
、
ニ
ョ
ロ
と
呼
ば
れ

る
ヘ
ビ
の
よ
う
な
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な

生
き
物
の
パ
ズ
ル
ピ
ー
ス
で
す
。
組

み
合
わ
せ
る
と
、
か
わ
い
ら
し
い
作

品
が
誕
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、作
家
の
作
品
の
ほ
か
に
も
、

市
内
の
小
学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
机

の
天
板
を
再
利
用
し
た
作
品
や
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
作
品

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
展
開
も
多

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
を
通
し
、
美
術
館
と
作
家
、

観
客
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ー
ス

が
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ

れ
、
無
限
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
期　
９
月
23
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
マ
イ
金
メ
ダ
ル
》

　

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
君
だ
け
の
金
メ
ダ

ル
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
を
使
っ
て
お

も
し
ろ
い
形
に
変
身
さ
せ
よ
う
。

◎
８
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
お
盆
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
参

加
受
付
は
、
当
日
１
階
創
作
室
に

て
。

《
は
て
し
な
い
世
界
》

　

中
を
の
ぞ
く
と
、
ど
こ
ま
で
も
続

く
不
思
議
な
世
界
の
箱
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
11
日
㈯

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
偏
光
板
万
華
鏡
》

　

偏
光
板
を
使
っ
て
、
き
れ
い
な
万

華
鏡
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
８
月
12
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

《
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ
ト
万
華
鏡
》

　

カ
ラ
フ
ル
に
輝
く
、
す
て
き
な
万

華
鏡
を
作
る
よ
。

◎
８
月
13
日
㈪

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

　

透
明
板
に
お
絵
か
き
を
し
て
、
ク

ル
ク
ル
回
し
て
見
て
み
よ
う
。

◎
８
月
14
日
㈫

●
参
加
費　
１
人
３
５
０
円

《
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
》

　

す
て
き
な
世
界
が
広
が
る
鏡
を

使
っ
た
魔
法
の
箱
を
作
る
よ
。

◎
８
月
15
日
㈬

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

８
月
は
無
休
で
す
！

　

創
作
屋
台
や
フ
ー
ド
屋
台
、
石
見

神
楽
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
！
今
年
の
ゲ
ス
ト
は
ロ
ケ
ッ
ト

く
れ
よ
ん
。
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て

楽
し
も
う
！

日
時　
８
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
美
術
館
中
庭

※　

当
日
は
、
小
・
中
学
生
の
展
覧

会
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.188

有

料

広

告

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

美
術
館
ま
つ
り

　
　
　
２
０
１
２
開
催
！

夢む

現げ
ん

代だ
い

∞
美
術
展
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○８月の休館日　14日㈫・15日㈬・31㈮

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○８月の休館日　12日㈰・15日㈬・31㈮

　

夏
の
大
三
角
や
天
の
川
・

月
を
見
ま
す
。
も
し
か
し
た

ら
流
れ
星
が
見
ら
れ
る
か

も
？

　

雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
で

星
に
関
す
る
ビ
デ
オ
鑑
賞
な

ど
を
し
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
下
（
保
護

者
同
伴
）

日
時　
８
月
25
日
㈯

　

午
後
７
時
～
８
時

場
所　
市
役
所
本
庁
駐
車
場

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

熱
帯
雨
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

横
塚
眞
己
人

う
み
の
ど
う
ぶ
つ
と
し
ょ
か
ん
せ

ん　
　
　
　
　
　
　

こ
ば
よ
う
こ

名
犬
ボ
ニ
ー
は
マ
ル
チ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

ベ
ル
・
ム
ー
ニ
ー

セ
ミ
と
わ
た
し
は
お
な
い
ど
し

　
　
　
　
　
　

さ
げ
さ
か
の
り
こ

ひ
み
つ
の
た
か
ら
チ
ョ
コ
ラ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
暉
彦

ず
っ
と
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也

宇
宙
へ
「
出
張
」
し
て
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
聡

キ
ャ
ッ
ト
と
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の

盗
賊
王

　

ジ
ュ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

■
大
人
向
け
の
本
■

お
や
じ
ネ
コ
は
縞
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
よ
う
こ

湿
地

ア
ー
ナ
ル
デ
ュ
ル
・
イ
ン
ド
リ
ダ

ソ
ン

色
鮮
や
か
に
押
し
花
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川
昌
子

終
活
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
依
央

美
妙　
書
斎
は
戦
場
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
山
光
三
郎

佐
助
を
討
て　
　
　
　

犬
飼
六
岐

す
み
れ　
　
　
　
　
　

青
山
七
恵

最
強
！
涼
野
菜
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
井
俊
高

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
い
も
さ
ん
が
ね
‥　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史

し
ご
と
ば
４　

東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー　
　
　
　
　

鈴
木
の
り
た
け

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
青
い
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
米
薫

怪
物
は
さ
さ
や
く

　
　
　
　
　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ネ
ス

■
大
人
向
け
の
本
■

あ
っ
こ
と
僕
ら
が
生
き
た
夏　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
村
千
裕

上
昇
思
考　
　
　
　
　

長
友
佑
都

い
っ
し
ょ
に
お
う
ち
ク
ッ
キ
ン
グ

東
京
ガ
ス
「
食
」
情
報
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
が
必
ず
本
好
き
に
な
る
16

の
方
法　
実
践
ア
ニ
マ
シ
オ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
元
秀
文

象
虫　
　
　
　
　
　

小
檜
山
賢
二

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

８
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

そ
う
じ
き
の
つ
ゆ
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ

う
そ
つ
い
ち
ゃ
っ
た
ね
ず
み
く
ん

　
　
　
　
　
　
　

な
か
え
よ
し
を

み
ょ
う
が
や
ど　
　
　
　

川
端
誠

■
大
人
向
け
の
本
■

サ
ッ
カ
ー
の
神
様
を
さ
が
し
て　

　
　
　
　
　
　
　

は
ら
だ
み
ず
き

光　
　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介

北
欧
テ
イ
ス
ト
の
エ
コ
た
わ
し　

　
　
　
　
　
　
　

主
婦
と
生
活
社

★
ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
旭
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

　

全
国
の
小
学
生
以
上
の
幅

広
い
年
代
が
、
自
分
で
テ
ー

マ
を
決
め
、
図
書
館
を
利
用

し
て
調
べ
た
内
容
を
ま
と
め

た
創
意
あ
ふ
れ
る
入
賞
作
品

（
複
製
）
を
展
示
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な

ど
、
調
べ
る
学
習
の
参
考
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
13
日
㈪
ま
で

場
所　
浜
田
図
書
館
ロ
ビ
ー

定
員　
20
人

申
込
締
切
日　
８
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館

図

書

館

情

報

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品
展
示

夏
の
星
座
を
み
て
み
よ

う
！
参
加
者
募
集
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「
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会
」

で
は
、
昨
年
に
続
き
「
わ
た
し
の
浜

田
川
」
の
写
真
展
を
秋
に
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
が
見
つ
け
た
浜
田
川
に

生
息
す
る
生
き
物
の
写
真
を
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
浜
田
川
流
域

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

募
集
作
品　
浜
田
川
で
見
つ
け
た
生

物
（
魚
・
鳥
・
虫
・
植
物
な
ど
）

※　

写
真
が
撮
れ
な
い
場
合
は
、「
い

つ
・
ど
こ
で
○
○
を
見
つ
け
た
」

の
情
報
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※　

写
真
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
ま
で
（
１
人
何
点
で
も
応
募
で

き
、
古
い
も
の
で
も
可
）

応
募
方
法　
別
紙
に
、
撮
影
場
所
・

撮
影
日
・
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
を
明
記
の
上
、
郵
送
又
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
・
問　
桑
田
龍
三
さ
ん
【
〒
６
９

　

７
‐
０
０
２
４　

黒
川
町
１
５
６

‐
５
（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐

０
７
６
６
）】

h
ttp

://b
lo

g
.ca

n
p

a
n

.in
fo

/
ham

adagaw
a/archive/2

　

小
学
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
・
友
人
な
ど
と
一
緒
に
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上

日　
８
月
26
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
国
府
地
区
特
設

コ
ー
ト

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム
４
、
０
０
０
円

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
10
人
ま
で

登
録
可
、
試
合
人
数
１
チ
ー
ム
５

人
（
う
ち
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
１

人
）、
交
代
自
由

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
８
月
26

日
㈰
か
ら
10
月
８
日
㈷
ま
で
行
い
ま

す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
・
代
表
者
が
浜
田
市
民
の

同
好
会
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
（
学

生
は
、
中
学
校
３
年
生
以
上
で
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

　

中
村
利
男
さ
ん
（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
市
野
球
連
盟
事
務
局　

中
孝
二

さ
ん
（
☎
�
０
４
０
０
・
携
帯
０

　

９
０
‐
３
６
３
９
‐
７
８
１
４
）

【
大
卒
程
度
試
験
】

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
「
教

養
区
分
」

受
付
期
間　
８
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
８
月
14
日
㈫
～
21
日
㈫
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
30
日
㈰

【
高
卒
者
試
験
等
】

海
上
保
安
大
学
校
学
生
・
気
象
大
学

校
学
生

受
付
期
間　
９
月
３
日
㈪
～
11
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
８
月
30
日
㈭
～
９
月
６
日
㈭
）

第
１
次
試
験
日

　

11
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２
‐
２
２
８
‐
１
１
８
３
）

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど
伝言板

有

料

広

告

第
２
回
「
わ
た
し
の
浜
田
川
」

写
真
展
作
品

募
　

集

第
８
回
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

in
石
見
海
浜
公
園
参
加
チ
ー
ム

第
40
回
浜
田
市
長
旗
争
奪

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

資
格
・
試
験

国
家
公
務
員
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一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

試
験
日　
９
月
17
日
㈷

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

試
験
日　
９
月
22
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

○
男
性

申
込
締
切
日

　

一
般　
　

８
月
27
日
㈪

　

高
校
生　

９
月
７
日
㈮

試
験
日

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

　

一
般　
　

９
月
２
日
㈰
か
、
３
日

㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

　

高
校
生　

９
月
17
日
㈷

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

９
月
25
日
㈫
～
27
日
㈭
の
い
ず
れ

か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

○
女
性

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

試
験
日　
９
月
24
日
㈪

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

防
衛
大
学
校
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）21
歳
未
満
の
人

○
総
合
選
抜

受
付
期
間　
９
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬

試
験
日　
９
月
29
日
㈯

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

○
一
般
（
前
期
）

受
付
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

試
験
日　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

浜
田
合
同
庁
舎

看
護
学
生
（
陸
上
自
衛
隊
）

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）24
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

試
験
日　
10
月
20
日
㈯

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）21
歳
未
満
の
人 

受
付
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

試
験
日　
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

試
験
会
場　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
（
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

説
明
会
の
開
催

○
防
衛
大
学
校
説
明
会

日　
８
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
共
用
会
議

室
○
看
護
学
生
説
明
会

日　
８
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
共
用
会
議

室
○
航
空
学
生
説
明
会

日　
８
月
10
日
㈮

場　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

警
察
官
（
大
学
卒
）

受
験
資
格　
大
学
を
卒
業
し
た
人
で

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
満
33

歳
以
下
の
人
（
平
成
25
年
３
月
卒

業
見
込
含
む
。）

警
察
官
（
高
校
卒
）

受
験
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
満
、
18
歳
以
上
33
歳
以
下
の
人

（
大
学
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成

25
年
３
月
卒
業
見
込
を
除
く
。）

武
道
（
高
校
卒
）

受
験
資
格

①
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
満
18

歳
以
上
26
歳
以
下
の
人
（
大
学
を

卒
業
し
た
人
又
は
平
成
25
年
３
月

卒
業
見
込
を
除
く
。）

②
柔
道
又
は
剣
道
の
段
位
３
段
以
上

の
男
性
（
柔
道
は
、
平
成
25
年
３

月
卒
業
に
限
り
２
段
以
上
の
人
）

受
付
期
間　
８
月
31
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験
日　
９
月
16
日
㈰

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
人
事
委
員

会
・
県
内
各
県
民
セ
ン
タ
ー
・
県

警
察
本
部
・
浜
田
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
県
人
事
委
員
会

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
）

島
根
県
警
察
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
１
１
０
）

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.sh
im

a
n

e.
lg.jp/police/

Ｏ
Ａ
事
務
実
践
科

　

事
務
職
全
般
で
就
職
に
役
立
つ
日

商
簿
記
２
級
取
得
程
度
の
知
識
を
身

に
付
け
、
ま
た
様
々
な
分
野
で
活
躍

で
き
る
実
技
と
知
識
を
併
せ
持
っ
た

人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

有

料

広

告

自　
衛　
官

県 
警 

察 

官

求
職
者
支
援
訓
練

（
実
践
コ
ー
ス
）
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対
象　
原
則
と
し
て
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
の
な
い
人

選
考
日　
８
月
31
日
㈮

　

午
前
10
時
～

選
考
場
所　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

　

ソ
コ
ロ
浜
田
教
室

定　
18
人
（
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試

験
取
得
費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負

担
）

訓
練
期
間

　

９
月
24
日
㈪
～
12
月
21
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

選
考
方
法　
面
接

※　

筆
記
用
具
・
上
履
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

合
否
の
結
果
は
９
月
５
日
㈬
に

本
人
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
27
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ　

ソ
コ

ロ
浜
田
教
室
【
〒
６
９
８
‐
０
０

　

０
６　

相
生
町
３
９
０
５
番
地
】

※　

所
定
の
就
業
相
談
が
必
要
で
す
。

問　
浜
田
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
�
８
６
０
９
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
８
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
）

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

講
師　
今い

ま

若わ
か

育い
く

穂ほ

さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
副
看
護
師
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

テ
ニ
ス
を
通
し
て
体
力
の
増
進
と
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
以
下
・
一
般
男
女（
中

学
生
以
上
）

日　
８
月
17
日
㈮
～
10
月
19
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日
（
延
べ
10
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
一
般
男
子
・
女
子
コ
ー
ス

　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

　

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

若
干
名

　

大
学
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
面
白
く
活
動
や
勉

強
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
・
中
学
生

日　
毎
月
第
２
・
３
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

初
回　
９
月
８
日
㈯

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料

講
師　
島
根
県
立
大
学
生

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

筆
記
用
具
・
お
茶
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
の
勉
強
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
若
い
女
性
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
毎
月
第
３
月
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

初
回　
10
月
15
日
㈪

場　
浜
田
公
民
館

料　
６
、
０
０
０
円
（
後
期
10
月
～

３
月
）

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
浜
田
の
建

物
や
風
景
写
真
を
、
現
在
の
同
じ
場

所
の
写
真
と
対
比
さ
せ
、
多
数
展
示

し
ま
す
。

日　
８
月
11
日
㈯
～
12
月
20
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

料　
一
般　
　
　

３
、
０
０
０
円

　
　

ジ
ュ
ニ
ア　

１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
書
（
石
見
海
浜
公

園
予
約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

市
民
公
開
講
座

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室

小
・
中
学
生
公
民
館
学
校

ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
ス

料
理
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

企
画
展

浜
田
の
今
昔
写
真
展
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採
用
計
画
の
あ
る
企
業
・
事
業
所

な
ど
と
の
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
浜
田
市
・
江
津
市
内
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
８
月
13
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

○
就
「
勝
」
セ
ミ
ナ
ー
（
午
前
10
時

～
11
時
30
分
）

　

就
職
フ
ェ
ア
直
前
に
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
就
活
必
勝
法

を
伝
え
ま
す
。

○
福
祉
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
正
午

～
午
後
０
時
50
分
）

　

就
職
活
動
の
方
法
や
職
種
、
仕
事

内
容
、
求
職
登
録
な
ど
に
つ
い
て
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

（
午
後
１
時
～
１
時
30
分
）

　

参
加
法
人
・
事
業
所
担
当
者
に
よ

る
職
場
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

○
個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー
（
午
後

１
時
30
分
～
４
時
）

　

事
業
所
に
よ
る
情
報
提
供
や
面
接

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田

に
帰
省
し
た
人
や
、こ
の
機
会
に「
天

然
の
地
学
博
物
館
」
と
も
言
わ
れ
る

石
見
畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈬
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
の
石
見
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
入
口
前
（
国
分
町
）

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

５
２
６
５
‐
０
７
６
６
）

　

今
年
も
お
盆
恒
例
の
「
弥
栄
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
迫
力
満
点
の
打
上
花
火
・
田
ば

や
し
・
太
鼓
・
踊
り
・
俵
投
げ
大
会
・

石
見
神
楽
・
浜
田
市
出
身
の
歌
手　

山
﨑
悌
史
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈬

　

午
後
３
時
30
分
～

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

　

２
０
１
２
あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ

ン
ス
ポ
ー
ツ
王
国
を
開
催
し
ま
す
。

　

８
月
18
日
㈯
は
、
第
15
回
雪
合
戦

夏
の
陣
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
開
催
し
、
19
日

日
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
３
on

３
大
会
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
・
野
球
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
も
あ

り
ま
す
。

日　
８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
部

（
☎
�
０
０
５
６
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
自
ら
漉
い
た
和
紙
で
一
輪
挿

し
を
作
る
体
験
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

和
紙
の
一
輪
挿
し
１
、
０
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

有

料

広

告

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
浜
田
会
場
）

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

現
地
見
学
会

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ス
ポ
ー
ツ
王
国

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験



31　　　広報はまだ：平成24年８月号

　

安あ
ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

は
平
家
一
門
に
守
ら
れ

壇
ノ
浦
か
ら
落
ち
延
び
た
？
安
徳
天

皇
生
存
説
の
真
偽
と
中
国
山
地
に
残

る
平
家
落
人
伝
説
。
ろ
く
ろ
を
考
案

し
た
の
は
惟こ

れ

喬た
か

親し
ん

王の
う

で
は
な
い
。
貴き

人じ
ん

末ま
つ

裔え
い

集
落
と
西
石
見
の
木
地
師
の

生
活
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日　
８
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

表
彰
式

日　
８
月
25
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
加
藤
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
９
４
３
）

　

一
流
の
演
奏
家
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
名
曲
を
、
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
22
日
㈷

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出
演
者　
永な

が

峰み
ね

高た
か

志し

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）・
五ご

朗ろ
う

部べ

俊と
し

朗ろ
う

（
テ
ノ
ー
ル
）・

菅す
が

原わ
ら

潤じ
ゅ
ん（

フ
ル
ー
ト
・
ピ
ッ
コ
ロ
）・

三み

木き

香か

代よ

（
ピ
ア
ノ
）

料　
全
席
指
定
席

　

一
般　
　
　

１
、
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　

５
０
０
円

※　

当
日
券
は
、
５
０
０
円
高

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　
「
神
話
博
し
ま
ね
」
開
催
期
間
中

は
小
・
中
学
生
・
高
校
生
の
入
館
料

が
無
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ア
ク
ア
ス
に
来
館
し
て
く
だ
さ

い
。

日　
11
月
11
日
㈰
ま
で

神
話
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
開

催
！

日　
８
月
26
日
㈰
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
館
外
芝
生
広
場

地
元
産
品
ト
ラ
ッ
ク
市

日　
８
月
４
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

波
子
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
！
～
宝
探
し
～

日　
８
月
12
日
㈰
・
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

砂
像
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
！

日　
８
月
26
日
㈰
ま
で

石
見
神
楽
上
演
（
雨
天
中
止
）

日　
４
日
㈯　

細
谷
神
楽
社
中

５
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

11
日
㈯　

倭
川
戸
神
楽
社
中

12
日
㈰　

宇
野
保
存
会

13
日
㈪　

久
木
神
楽
社
中

14
日
㈫　

有
福
温
泉
神
楽
団

15
日
㈬　

上
府
神
楽
社
中

18
日
㈯　

長
澤
神
楽
社
中

19
日
㈰　

波
子
神
楽
社
中

25
日
㈯　

都
治
神
楽
社
中

26
日
㈰　

熱
田
保
存
会

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

問　
市
観
光
振
興
課
内　

神
話
サ
ン

ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
�
９
５
３
１
）

企
画
展
「
巨
匠
た
ち
の
英
国
水
彩
画

展
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
や
さ
し
い

水
彩
画
教
室　
花
を
描
こ
う
！
」

　

静
物
画
に
挑
戦
！
今
回
は
水
彩
で

花
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
以
上

日　
８
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　

左さ

近こ
ん

充じ
ゅ
う

直な
お

美み

さ
ん
（
石
見

美
術
館
専
門
学
芸
員
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料

※　

水
彩
画
の
道
具
・
画
用
紙
は
用

意
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

い
わ
み
芸
術
劇
場
・
お
盆
３
大
公
演

①
島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財　
益
田

糸
操
り
人
形
定
期
公
演

日　
８
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

定　
先
着
４
０
０
人

料　
無
料

②
い
わ
み
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

　
０
１
２

日　
８
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
７
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

※　

雨
天
の
場
合
は
、
グ
ラ
ン
ト
ワ

大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

料　
無
料

③
特
別
公
演　
今
福
優
（
和
太
鼓
）

＆
道
川
神
楽
社
中
（
石
見
神
楽
）

日　
８
月
15
日
㈬

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

江
津
会
場

日　
８
月
17
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
江
津
市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

益
田
会
場

日　
８
月
23
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間　
平
日
午
後
０
時
30
分
～

３
時
30
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
１
２
４
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
と

日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

〝
名
曲
の
旅
〟
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,033 20,365 22,827 43,192
金 城 1,929 2,244 2,446 4,690

旭 1,447 1,530 1,667 3,197
弥 栄 713 710 787 1,497
三 隅 2,871 3,119 3,508 6,627
合 計 26,993 27,968 31,235 59,203

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　三ツ石山（1,163ｍ）は、旭町市木にあり、西中国山地国定公園に指定されて
います。山頂には、その名の由来となった３つに割れた２尺（約70㎝）の石があ
り、伝承によると、昔、津和野・浜田・広島の３藩が立会いのもと作成したもの
で、３つの石は藩の境界の目印とし、また、石の大きさは各藩の領土の広さを表
していると伝えられています。これは、三ツ石山自体が平坦な構造のため、どこ
が頂上（境界）か分かりにくいということで、このように石を３つに割って境界
を示す必要があったと言われています。
　現在では、来

き た

尾
お

峠の登山道から約１時間あまりで山頂まで行くことができ、縦
走コースとして四季を通して登山者に親しまれています。途中、旭テングストン
スキー場の由来にもなった、浜田市最高峰の天狗石山（1,191ｍ）を経由し、ブ
ナ原生林や、中国山地の雄大な景色を楽しむことができます。また、山頂付近は、
なだらかな峰が続いており、北側の山ろくからスキー場のゲレンデに下りること
もできます。

三藩の境界　三ツ石山

↑山頂の風景（標識と石）
→藩の境界として割れた石
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